
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
子どもを含めた地域の人が，地域共生社会づくりに向け，地域の中で共に暮らしていくために， 
地域の困りごとを解決する活動を考え，その活動を通じて，地域の福祉に関心を高めていく， 
住民福祉教育の実践を学びます。 
また，住民福祉教育をすすめるために必要なプログラムづくりを学び，関わる人の主体性を 
育みながら，地域の福祉力を高めていくプロセスを理解します。 

 

  

▼お問い合わせ先 
 
(社福)広島県社会福祉協議会（担当：河

こ

内
うち

） 

地域福祉課／広島県ボランティアセンター 

   082-256-2228    082-254-3506 

   〒732-0816 広島市南区比治山本町 12-2 

産業 
会館 

国道 2号線 

至宇品 

至旭町 

比治山 

京 

橋 

川 

至広島駅 

南区 
役所 

広島県社会福祉会館 

FAX TEL 

住所 

日 時 
2020 年 
3 月 3 日（火） 

13：00～16：00 
 

会 場 
広島県社会福祉会館 
講堂(2階) 
（広島市南区比治山本町 12-2） 

 

参加対象(定員 150人) 
●市町社協職員 
●福祉教育に取り組む人 
●地域福祉活動実践者 
●福祉・保健関係者 
  
日 程 
12：00  受付開始 
13：00  開会 
13：10  講演 
14：20  実践報告 
15：20  対談・まとめ 
16：00  閉会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演 福祉教育に取り組む意義と 
   これからの福祉教育実践」 

 

 

 

 

 

 

 
 
実践報告「子どもの力が地域を変える！！ 

～子ども福祉委員の活動づくりによる 
地域福祉力の育成～」 

○講師プロフィール○ 
 大阪教育大学教育学部教育協働学科 

教授 新崎 国広 
 
1978 年，肢体不自由児施設にてソーシャル 
ワーカー兼ボランティアコーディネーターと
して従事。働きながら，社会福祉士資格取得，
大阪教育大学大学院修士課程修了。2003年 
4 月より大阪教育大学准教授。2017 年 4 月よ
り同大学教授。社会的活動として，日本福祉
教育・ボランティア学習学会理事など多数。 
 
 
 
 

大阪府阪南市社会福祉協議会 

事務局次長 猪俣 健一 
 
1982 年山口県生まれ。大阪に移り，大学生
時代のボランティア活動を通して「想いを 
カタチに」できる仕事に魅力を感じ，2004
年に入職。校区福祉委員会やボランティア 
センター，福祉教育，災害支援，会計等を担
当し，2018 年から現職。 
 
 
 
 
 

  福祉教育推進セミナー 
地域共生社会づくりに向けた福祉教育の実践 

～ 子ども福祉委員の活動から地域の福祉力の向上へ ～ 

令 和 

元年度 



 
 

▶FAX(082)256-2228 
（広島県社協 地域福祉課／広島県ボランティアセンター 行） 

 E－mail：vol@hiroshima-fukushi.net 

 申込締切：２月２６日（水） 
 ※送信にあたっての添書は不要です 

  

 

令和元年度 福祉教育推進セミナー 

参 加 申 込 書 

 

所属機関名               

 

記入者名                

 

No. 職 名 名 前 部 署 備 考 

1     

2     

3     

 

 

※ この参加申込書に記載された個人情報は，運営管理の目的のみに使用します。 

※ 本資料の名簿に名前・職名を掲載します。 
 


